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研究要旨 
 当院では、多職種連携による慢性の痛みの治療と、教育の基盤となるシステムの構築を、展
開中である。ペインクリニック外来には、鍼灸外来、漢方外来、慢性疼痛心理外来、理学療法
外来を併設し、多職種連携・多科連携に加え、東洋と西洋の医学の統合、及び、医学と心理学
の融合を目指している。2019年 10月からは、学際的治療を目的とした痛みセンターを開設
し、医師や看護師、薬剤師、理学療法士、作業療法士、臨床心理士、管理栄養士などの職種に
参加していただき、各専門性を活かしながら、慢性の痛みの診療にあたっている。今年度から
は、県内の医療従事者向けに、慢性の痛みに関する研修会を立案・主催し、あわせて、他施設
との連携構築を目指している。 

 
Ａ．研究目的 
慢性疼痛患者への治療では、医師のみなら

ず、看護師や臨床心理士、理学療法士など多
職種のチーム医療が必要である。 
しかし、厚生労働省の調査によると、慢性

疼痛への診療制度・人材育成・教育体制は確
立されておらず、慢性疼痛に関する教育を卒
前・卒後において実施することが必要とされ
ている 1)。 
そこで、今回は、当院ペインクリニック外

来や痛みセンターにおける、慢性疼痛患者の
診療状況や多職種連携を調査し、その活動実
績について報告する。 
 

Ｂ．研究方法 
1) 外来診療について 
2019年 1月 1日～12月 31日にペインクリ

ニック外来および痛みセンターにて診療した
患者に対する集学的治療についての検討。 
2) 痛みセンターについて 
2019 年 10 月より新設された、痛みセンタ

ーについての検討 
3) 研修会による医療者教育活動について 
2019年度に行った、『慢性疼痛診療体制構築

モデル事業』の研修会についての検討 
 
（倫理面への配慮） 
 iPadを使用した問診票は、三重大学医学部
附属病院 医学系研究倫理審査委員会の承認
を受け、実施している。対象の患者へ問診に 

 
ついての説明し、書面にて同意を得ている。 
 
Ｃ．研究結果 
1) 外来診療について 
期間内のペインクリニック外来全体の受診

のべ数は 12670、実数は 860 だった。そのう
ち、インターベンション治療は1493件（星状
神経節ブロック 274 件、硬膜外ブロック 543
件、三叉神経ブロック 148 件、その他のブロ
ック及びトリガーポイント注射528件）、消炎
鎮痛処置等による治療は3182件だった。当外
来では、患者の病態に合わせて、併設の各種
外来による診察を行う（①～④）。 
① 漢方外来（痛みの有無を問わず対応。） 
中国伝統医学や日本漢方、及び、現代医学

的エビデンスに基づく考え方で、より確実か
つ臨機応変に、刻々と変化する多様な症状に
対応する。期間内の受診のべ数は1684、実数
は204だった。 
② 統合医療（鍼灸） 
伝統医学を現代西洋医学の現場に取り入れ

ることで、痛みに限らず様々な状況に対し、
統合的な治療とケアを提供している。期間内
の受診のべ数は2505、実数は162だった。 
③ 慢性疼痛心理外来 
公認心理師による心理面談を行い、痛みと

心身の変化を目指す。期間内の受診のべ数は
280、実数は39だった。 
④ 理学療法外来 
 理学療法士が身体機能・生活機能を評価し、
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ADL・QOL向上を目指した運動療法や指導を実
施する。2019年4月に新設。その後の9か月
間での受診のべ数は802、実数は160だった。 
 
2) 痛みセンターについて 
① 概要 
2019年10月に発足。現時点では、ペインク

リニック外来を受診後、痛みセンターでの対
応を決めている。 
現在、医師（整形外科専門医、麻酔科専門

医、ペインクリニック専門医、精神科専門医、
小児科専門医、漢方専門医）、看護師、薬剤師、
栄養師、理学療法士、作業療法士、鍼灸師、臨
床心理士が、概ね兼任で所属している。 
② 症例カンファレンス 
難渋する症例について、多職種でのカンフ

ァレンスを行い、各専門分野の意見を聞きな
がら、治療に役立てている。 
③ 痛みに関する詳細な問診 
 当センターでは、iPadを使用した痛みに関
する詳細な問診を行っている。問診内容は、
痛みの強さの評価（Numerical Rating Scale：
NRS ）、疼痛生活障害評価尺度（ Pain 
Disability Assessment Scale: PDAS）、心理
的ストレス評価尺度（Hospital Anxiety and 
Depression Scale: HADS日本語版）、痛み破
局化尺度（Pain Catastrophizing Scale: PCS 
日本語版）、痛み自己効力質問表（Pain Self-
Efficacy Questionnaire: PSEQ）、EuroQol-5D
（EQ-5D）日本語版、不眠評価としてアテネ不
眠尺度、運動機能評価としてロコモ25、成人
期の ADHD（注意欠陥多動性障害）自己記入式
症状チェックリスト（Adult ADHD Self-
Report Scale ：ASRS）、自閉症スペクトラム
指数(AQ) 、Zarit介護負担尺度である。 
2019年12月1日～2020年2月29日の期間

の初診患者を対象にしており、現在までに14
名に実施した。 
 
3) 研修会による医療者教育活動について 
 三重県内の医療従事者や一般市民に向けた
研修会を行い、慢性疼痛への知識・理解を広
める活動を立案し、一部を実施した。 
・三重県第1回慢性疼痛診療研修会主催 
2019年12月 21日 

・市民公開講座「慢性の痛みシンポジウム」 
主催 2020年2月29日（新型コロナウィ 
ルス感染拡大防止のため、開催中止） 

・三重県第2回慢性疼痛診療研修会主催 
2020年3月22日（新型コロナウィルス感 
染拡大防止のため、開催中止） 

➀第 1回慢性疼痛診療研修会受講者の反応 
 受講人数は30名で、医師、看護師、理学療
法士、作業療法士、薬剤師、臨床心理士、管理
栄養士、鍼灸師といった、多職種が受講。 
 研修会終了後にアンケートを行った。アン
ケート使用を承諾いただいた25名のうち、23
名が「満足」、2名が「やや満足」で、「どちら
でもない」「やや不満」「不満」は、0名であっ
た。自由記載には、「痛みの基礎から最近のエ
ビデンスについて分かりやすく説明してもら
えてよかった」「臨床場面で疼痛を訴える患者
様が多いので、役立つ情報をたくさん学べた」
などの意見がみられた。 
 
Ｄ．考察 
１）外来診療．  当外来では、様々な職種に
よる多方面からの治療を提供している。また、
職種間での共通の患者についての意見交換や、
治療方針についての相談など、多職種による
連携がなされていると感じる。 
 
２）痛みセンター．  症例検討会を繰り返
すことで、他職種の仕事の内容について、よ
り理解が深まり、その後の医療連携にも良い
影響になっていると感じる。また、iPad問診
を行った患者の反応を見ると、通常診察のみ
と比べ、患者の満足度が高いように感じる。
診察室での問診では話せる内容に限りがある
が、iPad問診票では時間をかけて記載できる
ため、自己の心身の状態について、より理解
してもらえたと感じるのではないかと考える。
ただし、説明や問診には時間を要し、運営方
法については慎重な検討が必要と考える。 
 
３）研修会．  三重県内では、まだ 1 度し
か開催出来ていないが、受講者の満足度は高
く、職種を超えた知見の提供に対し、高いニ
ーズがうかがわれた。今後も多職種を対象に
した研修会を継続して開催していきたい。 
 
Ｅ．結論 
当ペインクリニック外来および痛みセンタ

ーでは、多職種による意見交換や治療に関す
る連携が行われている。また、研修会などを
つうじ、他施設の医療従事者とのネットワー
ク構築を目指している。今後もこのような活
動を継続し、院内外での連携を強めていく。 
また、三重大学では、鈴鹿医療科学大学と

合同で「地域総活躍社会のための慢性疼痛医
療者育成事業」にて、多様な専攻の医療系学
生に対し、学部教育の早期に、充実した慢性
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疼痛の卒前教育を提供している。講義や体験
型ワークショップを継続・練磨していく 2)。 
 
Ｆ．健康危険情報 
総括研究報告書にまとめて記載 
 
Ｇ．研究発表  
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Ｈ．知的財産権の出願・登録状況（予定を含む） 

1.特許取得    なし 

2.実用新案登録  なし 

3.その他     なし 
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